5.固体He中のH^^3__eのNMR(基研長期研究計画「量子固体」,研究会報告) by 平井, 章 et al.
Title5.固体He中のH^^3__eのNMR(基研長期研究計画「量子固体」,研究会報告)
Author(s)平井, 章; 水崎, 隆雄; 平良, 豊; 前川, 覚














固体 He中 の H∂のNMR
京大理 平 井 幸















































平井 章･水崎隆雄･平良 豊 ･前川 覚
図 2. 領域 Ⅰにおけるゼ-マン系から格子系 (L)-の
エネ/レギーの流れ図
CX⊃
この領域におけるTl と T2は二種類の緩和機構が共存 してお り,総和則 ;∫ 1/Tl(W)0
dQ,-1TM2X3,を考慮 して,以下の相関関数を用いてTl,T2及 び回転系 にお ける
Tl(TIP)の周波数,分子容及び濃度依存性を説明出来る㌘'5)












C - (ト X3)Z
ここで,J(W)l は Miyosh等6)によって求められたHe3-He3間の トンネリングの3_3
運動からくる相関関数であり,wTはHg-He3間の トンネ1)ング周波数 J33とa,T-
6･5J33の関係にあるoJ(W)I3_4はTorrey7)によって導かれたランダム ･ウォーク型
















領域 Ⅰ,及び 丑においては,Tl とT2 はりC4不純物の影響を受けない｡ ところが,
領域Ⅱでは極微量のH♂ が含まれるとT2 は変らないが,Tlは大きく変化する｡ この
領域では,不純物H61ヵ機 和機構に重要な役割をはたしているが,Tl に対する緩和機







































3H｡は質量が小さいから,周 りの4H｡より激 しく零点振動をしてお り, 3H｡の原子
容は 4H｡のそれより少しだけ大きくなっている｡従って3H｡の周 りの格子は少 し歪ん
でお り,弾性論的には不純物 3H｡は点欠陥と近似することができ,2つの点欠陥の間の
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